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第１章 公共施設のエネルギー消費量調査 

各公共施設のエネルギー使用量のデータから電気、A重油、液化石油ガス、灯油について、

それぞれの消費量が多い 10 施設を整理し、順番にとりまとめた。 

西天北クリーンセンターは電気と A重油の使用量が公共施設の中で最も多い施設である。

北星園は液化石油ガスの使用量が最も多く、電気も西天北クリーンセンターに次ぐ使用量

である。西天北リサイクルプラザは北星園に次ぐ電気使用量であり、灯油の使用量も多い。

灯油の使用量が最も多い幌延町老人福祉センターは A 重油の使用量が多い役場庁舎と隣接

している。 

このようにエネルギー使用量を整理し、まとまってエネルギーを使用する公共施設を把

握することで、バイオガスプラントによるエネルギーの供給先を検討する材料とする。 

 

１ 電気 

 電気使用量が最も多い公共施設は西天北クリーンセンターであり、年間 1,051,614kWh

を使用している。続いて北星園では 533,970kWh、西天北リサイクルプラザでは

417,608kWh である。西天北クリーンセンターの電気使用量は北星園の約 2 倍、西天北リ

サイクルプラザの 2.5 倍以上と非常に多い。 

 

２ A 重油 

 A 重油の使用量が最も多い公共施設は西天北クリーンセンターであり、年間 286,667ℓを

使用している。次に多い役場庁舎の 48,000ℓと比べて西天北クリーンセンターの使用量は約

6 倍である。 

 

３ 液化石油ガス 

液化石油ガスの使用量が最も多い公共施設は北星園であり、年間 11,087m3を使用してい

る。次に多い食肉加工施設の 633m3に比べて北星園では 17.5 倍の使用量である。 

 

４ 灯油 

灯油消費量が最も多い公共施設は幌延町老人福祉センターであり、年間 47,989ℓ使用して

いる。続いて西天北リサイクルプラザが 29,302ℓ、問寒別小中学校が 22,176ℓ、食肉加工施

設が 17,582ℓを使用している。 
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表 各エネルギー使用量の多い公共施設の一覧 

 

順位 電気 (kWh/年) A重油 (ℓ)

1
西天北クリーンセン
ター

1,051,614
西天北クリーンセン
ター

286,667

2 北星園 533,970 役場庁舎 48,000

3
西天北リサイクルプラ
ザ

417,608 幌延町総合体育館 26,200

4 幌延小学校 398,245 幌延中学校 10,800

5 幌延町立診療所 348,950 幌延町民プール 5,400

6 幌延中学校 295,103
問寒別出張所(問寒別
生涯学習センター)

749

7
問寒別出張所(問寒別
生涯学習センター)

259,108 － －

8 問寒別小中学校 237,163 － －

9 学校給食センター 232,036 － －

10 役場庁舎 173,976 － －

順位 液化石油ガス(LPG) (㎥) 灯油 (ℓ)

1 北星園 11,087
幌延町老人福祉セン
ター

47,989

2 食肉加工施設 633
西天北リサイクルプラ
ザ

29,302

3 幌延町認定こども園 270 問寒別小中学校 22,176

4 役場庁舎 103 食肉加工施設 17,582

5
西天北クリーンセン
ター

66 幌延小学校 11,116

6 幌延町保健センター 45 幌延町保健センター 10,493

7 幌延中学校 39 金田心象書道館 6,213

8
西天北リサイクルプラ
ザ

36 消防幌延支署 5,806

9 問寒別町民会館 24 幌延町認定こども園 4,294

10 問寒別小中学校 23 町営草地開発施設 3,660
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第２章 バイオガスプラントへの参加に前向きな 20 戸 

本年度と昨年度の農家ヒアリングからバイオガスプラントの建設を希望する、もしくは前

向きに検討すると回答した農家は計 20 戸である。この 20 戸における現状の飼養頭数は計

1,876 頭(経産牛換算)であり、1 戸の平均は 94 頭である。5 年後には 20 戸で計 2,432 頭(経

産牛換算)と現状に比べて 29.6％増加し、10 年後にも 2,464 頭(経産牛換算)と現状に比べて

31.3％増加する見込みである。 

これらの 20戸を幌延地区と問寒別地区と地区ごとに分けてバイオガスプラントモデルを

検討していく。さらに、農家の希望する運営形態により、個別型プラント集中型プラントか

を選定し、プラントモデルに反映させていく。 

 

表 バイオガスプラントへの参加に前向きな農家 20 戸とその飼養頭数 

No. 地区名 農家名 
経産牛換算 

現状 5 年後 10 年後 

5 下沼地区 Ａ 107 134 134 

6 下沼地区 Ｂ 83 83 83 

12 下沼地区 Ｃ 65 107 138 

16 下沼地区 Ｄ 63 96 96 

17 下沼地区 Ｅ 119 188 188 

26 幌延地区 Ｆ 87 296 296 

29 上幌延地区 Ｇ 61 76 76 

35 上幌延地区 Ｈ 90 90 90 

46 雄興地区 Ｉ 52 52 52 

50 問寒別地区 Ｊ 112 112 112 

54 問寒別地区 Ｋ 160 160 160 

55 問寒別地区 Ｌ 71 158 158 

57 問寒別地区 Ｍ 147 147 147 

60 中問寒地区 Ｎ 68 85 85 

62 中問寒地区 Ｏ 109 111 111 

67 中問寒地区 Ｐ 67 93 93 

69 中問寒地区 Ｑ 110 110 110 

71 中問寒地区 Ｒ 95 95 95 

74 上問寒地区 Ｓ 132 162 162 

75 上問寒地区 Ｔ 78 78 78 

合計 1,876 2,432 2,464 

平均 94 122 123 
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第３章 国営肥培潅漑施設を活用した 100 頭規模バイオガスプラントの建設費 

本調査では既存の肥培潅漑施設の流入口を原料槽(受入槽)として、スラリーストアを消化

液貯留槽として活用し、バイオガスプラントの発酵槽を建設した場合、約 97,450 千円(税別)

の建設費と算出した。 

バイオガスプラントの発酵槽は国内プラントメーカーでは金額が高くなることが見込ま

れ、鋼製やコンクリート等の既製品は輸送の観点から金額が高くなることが懸念される。そ

のため、今回は現場施工ができる鉄筋コンクリート造とし、図面と仕様書を作成した。これ

を基に各項目の費用を調査し、見積書を作成した。 

 

表 肥培潅漑施設を活用したバイオガスプラントの建設費 

項目 仕様 数量 金額 

1.土木建築工事 

・発酵槽 

・ガスパック建屋 

・電気工事 

・原料受入槽は既存の流入口を活用する。 

・移送ポンプは既存のポンプを活用する。 

・流入口からの既存の配管を分岐させ、バイオ

ガスプラントの発酵槽と連結する。 

・杭及び地盤改良は別途とする。 

1 式 27,020 千円

2.外構工事 ・発酵槽周囲の砂利敷き程度とする。 1 式 1,130 千円

3.機械設備工事 

・発酵槽機械 

・ガスパック設備 

・機械室機械 

・配管設備 

・電気、計装設備 

・発酵槽の加温設備、電気、計装及び買電設備

を含むものとする。 

1 式 49,310 千円

4.発電設備工事 ・発電機本体、コンテナ、売電設備を含むもの

とする。 

1 式 16,490 千円

小計   93,950 千円

5.運転調整費  1 式 2,000 千円

6.設計費  1 式 1,500 千円

合計   97,450 千円

 

  



 

 

図 肥培潅潅漑施設を利用
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用したバイオオガスプランントの図面案 
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【参考考】バイオガガス消化液のの概要 
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